
内
閣
衆
質
一
五
六
第
五
三
号

平
成
十
五
年
五
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
小
沢
和
秋
君
外
一
名
提
出
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
開
門
調
査
検
討
会
議
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。

平
成
十
五
年
五
月
二
十
日
受
領

答

弁

第

五

三

号



衆
議
院
議
員
小
沢
和
秋
君
外
一
名
提
出
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
開
門
調
査
検
討
会
議
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
一
）
に
つ
い
て

国
営
諫
早
湾
土
地
改
良
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。
）
に
係
る
中
・
長
期
の
開
門
調
査
（
以
下
「
本
調
査
」
と
い

う
。
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
施
の
可
否
を
含
め
技
術
面
や
環
境
面
等
か
ら
様
々
な
意
見
が
あ
る
た
め
、
農
林
水

産
省
に
お
い
て
は
、
本
年
三
月
二
十
八
日
に
中
・
長
期
開
門
調
査
検
討
会
議
（
以
下
「
検
討
会
議
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
、

そ
こ
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
本
調
査
に
係
る
必
要
な
論
点
を
踏
ま
え
、
こ
れ
を
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
検
討
会
議
で
は
、
環
境
と
水
産
、
環
境
と
農
業
、
環
境
と
河
川
に
関
す
る
行
政
等
の
経
験
を
有
し
、
そ
の
視

点
に
立
っ
て
事
項
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
委
員
を
委
嘱
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
理
由
で
委
員
を
委

嘱
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
二
）
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
二
月
二
十
三
日
に
農
林
水
産
省
に
設
置
さ
れ
た
有
識
者
及
び
漁
業
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
農
林
水
産
省
有
明
海

ノ
リ
不
作
等
対
策
関
係
調
査
検
討
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
同
年
三
月
か
ら
本
年
三
月
ま
で
十
回
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
、
有
明
海
の
ノ
リ
不
作
等
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
結
果
、
本
年
三
月
二
十
七
日
、
有
明
海
の
漁
業
等
の
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再
生
を
う
た
っ
た
最
終
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
て
、
そ
の
す
べ
て
の
活
動
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
委
員
会
か
ら
は
、

検
討
の
過
程
で
、
平
成
十
三
年
十
二
月
十
九
日
に
「
諫
早
湾
干
拓
地
排
水
門
の
開
門
調
査
に
関
す
る
見
解
」
（
以
下
「
見

解
」
と
い
う
。
）
が
発
表
さ
れ
、
そ
こ
で
は
本
事
業
が
有
明
海
の
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
水
質

浄
化
機
能
の
喪
失
等
六
事
項
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
が
開
門
調
査
で
検
証
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
ま
と
め
た
上
で
、
有
明
海

の
環
境
悪
化
の
原
因
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
の
開
門
調
査
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
示
さ
れ

た
。農

林
水
産
省
に
お
い
て
は
、
見
解
を
受
け
て
、
（
一
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
検
討
会
議
を
設
置
し
た
も
の
で
あ
り
、

委
員
に
加
え
て
、
適
切
な
論
点
整
理
に
資
す
る
技
術
的
、
専
門
的
な
助
言
が
得
ら
れ
る
よ
う
専
門
委
員
を
選
考
し
、
委
嘱
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
三
）
及
び
（
四
）
に
つ
い
て

検
討
会
議
に
お
い
て
は
、
本
調
査
の
取
扱
い
を
判
断
す
る
上
で
の
必
要
な
論
点
の
整
理
に
当
た
っ
て
は
、
様
々
な
立
場
の

方
々
か
ら
広
く
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
範
囲
、
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
会
議

で
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。

二



検
討
会
議
に
お
け
る
論
点
の
取
り
ま
と
め
時
期
及
び
そ
の
内
容
並
び
に
農
林
水
産
省
に
お
け
る
行
政
判
断
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
お
答
え
で
き
な
い
。

（
五
）
及
び
（
六
）
に
つ
い
て

短
期
の
開
門
調
査
前
の
平
成
十
四
年
四
月
十
九
日
に
、
諫
早
湾
内
の
小
長
井
漁
業
協
同
組
合
、
瑞
穂
漁
業
協
同
組
合
、
国

見
町
神
代
漁
業
協
同
組
合
及
び
国
見
町
土
黒
漁
業
協
同
組
合
（
以
下
「
湾
内
四
漁
協
」
と
い
う
。
）
か
ら
、
農
林
水
産
省
九

州
農
政
局
諫
早
湾
干
拓
事
務
所
に
対
し
、
当
該
調
査
に
伴
い
ア
サ
リ
等
の
漁
獲
高
が
減
少
す
る
と
の
強
い
懸
念
と
魚
介
類
に

被
害
が
あ
っ
た
場
合
の
補
償
の
申
出
が
口
頭
で
あ
り
、
当
該
調
査
後
の
本
年
二
月
五
日
に
は
、
湾
内
四
漁
協
か
ら
同
事
務
所

に
対
し
、
魚
介
類
の
被
害
補
償
の
申
出
が
口
頭
で
あ
っ
た
。

農
林
水
産
省
九
州
農
政
局
と
し
て
は
、
当
該
調
査
直
後
は
、
調
整
池
の
濁
り
等
が
諫
早
湾
内
に
拡
散
し
、
ア
サ
リ
等
へ
の

影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
調
査
前
後
の
ア
サ
リ
等
の
生
息
状
況
調
査
等
を
実
施
し
た
結
果
、
本

年
二
月
二
十
七
日
に
、
当
該
調
査
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
魚
介
類
の
漁
獲
高
の
減
少
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
湾
内
四
漁
協
に

補
償
す
る
こ
と
と
し
、
現
在
、
補
償
額
等
の
話
合
い
を
行
っ
て
い
る
。

（
七
）
に
つ
い
て

三



お
尋
ね
の
導
流
堤
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設
置
に
伴
う
諫
早
湾
の
流
況
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
一
定
の
条
件
を
設
定
し

て
事
前
に
予
測
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

予
測
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
非
排
水
時
に
お
い
て
は
、
大
潮
期
に
相
当
す
る
条
件
の
下
で
、
流
況
の
変
化
は
、
導
流

堤
か
ら
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
遠
で
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
排
水
時
に
お
い
て
は
、
背
後

た
ん

地
に
湛
水
が
発
生
し
た
場
合
の
排
水
条
件
の
下
で
、
流
況
の
変
化
は
、
導
流
堤
か
ら
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
遠
で
は
ほ
と
ん
ど

認
め
ら
れ
な
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
予
測
結
果
に
お
い
て
は
、
流
況
の
変
化
は
諫
早
湾
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

四


